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2 排尿障害を有する患者の血の道症に
　  対して加味逍遙散で治療した経験
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3 出血性膀胱炎モデルラットに対する
　  漢方薬の作用

香川大学加藤先生らのstudy「漢方診療に関する多施設アンケー

ト」で、泌尿器科医が漢方を処方する機会は増えているが、８割は

診断病名に基づき処方しており、漢方薬の処方を検討する泌尿器

科疾患は過活動性膀胱、夜間頻尿、前立腺肥大症の順番に多かっ

たとの報告があった。

同報告で泌尿器科医が汎用する処方は猪苓湯、牛車腎気丸、八味

地黄丸、大建中湯、葛根湯、芍薬甘草湯が挙げられた。

加味逍遥散は生薬構成に芍薬、甘草を含む方剤であり、柴胡枳実

芍薬甘草からなる四逆散類として認識される。婦人科領域、更年

期障害などでよく知られた漢方薬であるが、背景に精神神経緊張

（肝鬱）や血の巡りの悪さを伴うものであれば尿路症状にも無論

効果が高く、尿路を治療しているうちに気づけば人柄が穏やかに

なっていることによく気づく。

今回は、柴胡、当帰、芍薬を中心とした配合薬である加味逍遥散の

薬能を中心に、尿路症状に有効であった症例を呈示したい。

【背景・目的】膀胱炎に伴う頻尿や血尿、排尿時痛などの下部尿路
症状はQOLを低下させ、深刻な問題となることがある。本邦の臨
床現場における膀胱炎に対する治療は、抗生剤の投与が一般的
であるが、アレルギーや副作用の問題で使用できないこともある。
また、再発する膀胱炎に対して抗生剤を頻回に使用することで、抗
生剤への耐性菌の増加が生じる可能性がある。
　抑肝散（以下YKS）は一般的に神経症や不眠症に使用される漢
方薬であるが、鎮痙作用や鎮痛作用を有することが基礎研究から
明らかにされ、さまざまな神経症状や疼痛性疾患に対しても用い
られている。
　我々は、膀胱炎の症状に頻尿感や排尿時痛といった神経症状
や疼痛症状があることに着目し、膀胱炎の症状にYKSが有効で
あるとの仮説を立て検証を行った。本研究では、ラットの出血性膀
胱炎モデルを用いてYKSの効果を分析することで、治療薬として
の可能性を検討した。
【方法】シクロホスファミド（以下CTX）によって誘発した出血性膀
胱炎のラットモデルを用いて、通常飼料（正常膀胱モデル）群、通
常飼料（膀胱炎モデル）群、YKS混餌飼料（膀胱炎モデル）群の３
群にラットを分けた。正常膀胱モデルは、1, 4, 7日目に腹腔内に生
理食塩水（3.0 ml/kg/day）を注入し、膀胱炎モデルでは、腹腔内
にCTX（75 mg/kg/day）を注入し、8日目に各群のラットから膀胱
を摘出した。摘出した膀胱を解剖し、膀胱上皮の肉眼的所見を観
察した。その後、膀胱上皮組織のみを剥離摘出し、ウェスタンブ
ロッティング解析を用いて、炎症マーカーを測定した。
【結果】CTXによって誘発した出血性膀胱炎モデルラットにおい
て、通常飼料群の中ではCTX腹腔内注入群が生理食塩水注入群
と比較して、炎症マーカーであるp38 MAPキナーゼ（p38 
MAPK）の活性化上昇を膀胱上皮において認められた。YKS混
餌飼料群においては、このp38 MAPK活性化の上昇が有意に抑
制された。
【考察】
　CTXを注入したラットの膀胱上皮では肉眼的な血流増多を認
め、ウェスタンブロッティング解析による炎症マーカーの上昇を認
めた。YKSによる抑制効果は、YKSが膀胱炎に対して抗炎症作用
をもつことを示唆している。
　今後は、出血性膀胱炎モデルラットにおけるYKSの効果につい
て、組織学的変化を検証する。
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